
カジカガエル 
 
成体になるとオスは4 cm、メスが6㎝ほどの大きさになります。

背中の体色は灰褐色で不規則なまだら模様があり、岩の上では保

護色になります。体は平らで、指先には吸盤（きゅうばん）があ

ります。オタマジャクシの口は、吸盤状になっていて、渓流でも

流されないようになっています。 

他のカエル類と同様に肉食性で、昆虫類やクモ類などを食べま

す。 

山地に分布し、渓流や湖その周辺の林に生息します。 

繁殖期の 5月～8月になると、オスは渓流の岩の上で「フィーフ

ィーフィーフィー…」というきれいな鳴き声でメスを誘います。

卵は、水中の岩や石の下に産み付けられます。5月頃に産卵した場

合、オタマジャクシは 8月頃に変態します。 

 

富士市での現状 

須津川や赤渕川の渓流部や有無瀬川で確認されました。 

河川改修や砂防ダムの建設、水質汚濁（おだく）などにより、全国的に減少しています。富士市でも同様に、個体数が減少して

いると考えられます。 

 
カジカガエルを確認したメッシュ 


